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琉球大学研究者交流施設・５０周年記念館使用規則

平成１５年３月１８日

制 定

（趣旨）

第１条 琉球大学研究者交流施設・５０周年記念館（以下「交流施設」という。）の使用

については、この規則の定めるところによる。

（施設の目的）

第２条 交流施設は、研究者等の宿泊及び琉球大学（以下「本学」という。）における教

育研究、研究者等の交流の促進に資することを目的とする。

（管理責任者）

第３条 交流施設に管理運営の責任者（以下「管理責任者」という。）を置き、学術国際

部長をもって充てる。

（施設及び使用者の範囲）

第４条 交流施設及び使用できる者の範囲は、次の表に掲げるとおりとする。

交 流 施 設 使 用 で き る 者 の 範 囲

多目的室等 ①本学の職員及び元職員

多目的室 １４９㎡ ②学外者（使用に当たって、本学職員が世話人

多目的室Ａ ７５㎡ である場合とする。）

多目的室Ｂ ７４㎡ ③その他管理責任者が適当と認めた者

交流ラウンジ ９０㎡

展示室 ９３㎡

多目的交流ラウンジ ８８㎡

宿泊室 ①本学に公務で来学した者

シングル １６室 ②その他管理責任者が適当と認めた者

ツイン ４室

（使用期間及び時間）

第５条 交流施設の使用期間及び時間は次のとおりとする。

（１）使用期間

１月４日から１２月２７日まで（ただし、多目的室等は、日曜日・土曜日及び国

民の祝日に関する法律に規定する休日は、原則として使用できない。）

（２）使用時間

多目的室等は、８時３０分から１７時まで

宿泊室は、使用開始日の１６時から終了日の１０時まで
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２ 前項の規定にかかわらず、特別の事情があると認められるときは、この限りでない。

（使用申込及び許可）

第６条 交流施設を使用しようとする者は、所定の使用願を総合企画戦略部研究推進課に

提出し、管理責任者の許可を受けなければならない。

２ 管理責任者は、使用を許可したときは、使用許可書を交付する。

３ 宿泊室は、１月未満の宿泊を原則とする。ただし、管理責任者がやむを得ないと認め

る場合は、１月以上の宿泊を許可することができる。

（使用料等）

第７条 交流施設の使用を許可された者（以下「使用者」という。）は、別に定めるとこ

ろにより、使用料等を財務部経理課へ納付しなければならない。

２ 既納の使用料等は、還付しない。

（使用者の義務）

第８条 使用者は、次に掲げる事項及び別に定める使用心得を遵守しなければならない。

（１）火災、盗難等の事故防止につとめること。

（２）施設、備品等は、常に善良な管理者の注意をもって使用すること。

（３）他の使用者又は他の者に迷惑となるような行為をしないこと。

（４）使用開始及び使用終了の際には、管理人にその旨報告し、管理人の確認を受けなけ

ればならない。

（５）故意又は過失により設備等を滅失、損傷又は汚損したときは、直ちに管理人に報告

するとともに、これを原状回復し又はその損害を賠償しなければならない。

（６）その他管理責任者及び管理人の指示に従わなければならない

（禁止事項）

第９条 使用者は、許可された使用目的以外に使用してはならない。

２ 宿泊室は、許可された使用者以外の者に使用させてはならない。

（使用許可の取消等）

第１０条 管理責任者は、使用者が次の事項に該当すると認められるときは、使用許可を

取り消し又は使用を中止させることができる。

（１）この規則に違反したとき。

（２）交流施設の管理に重大な支障を与えたとき又は与えるおそれがあるとき。

（３）使用願に虚偽の記載をしたとき。

２ 前項のほか、交流施設の管理上その他特別の理由がある場合は、使用許可期間の変更

又は使用許可を取り消すことができる。

３ 第１項及び第２項による使用の取り消し、中止又は変更によって生じた損害について
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は、本学はその責を負わない。

（立入）

第１１条 交流施設の管理運営上必要があると認められるときは、管理責任者の指示を受

けた者が使用中の宿泊室に立ち入ることができる。

（雑則）

第１２条 この規則に定めるもののほか、交流施設の使用に関し必要な事項は、管理責任

者が別に定める。

（改廃）

第１３条 この規則の改廃は、学長が行う。

附 則

この規則は、平成１５年４月１日から施行する。

附 則（平成１６年４月１日）

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。

附 則（平成２６年８月２８日）

この規則は、平成２６年８月２８日から施行し，平成２６年７月１日から適用する。


